













A RESEARCH ON STAYING BEHAVIOR AND UTILIZATION IN PUBLIC OPEN SPACE  








The purpose of this study is to clarify the utilization and staying behavior in public open space in Chiyoda, 
Tokyo. As a result of survey on the whole public open space, more than 60% of them lack the condition to 
be used by pedestrians. Detailed survey for 4 public open space showed that the pedestrians staying 
behavior and lasting time are similar and that they are influenced by furniture, neighboring facilities and 
the passersby. 















































































































図 1 滞留・流動実態調査対象地 
対象地 住所 調査日時・天候・気温
飯田橋 千代田区飯田橋3-10-10 09/26(月）晴れ・28℃ ， 10/02（日）晴れ・28℃
神保町 千代田区神田錦町3-22 10/24(月）晴れ・18℃ ， 11/20（日）晴れ・19℃
秋葉原 千代田区外神田4-14-1 10/19(水）晴れ・24℃ ， 11/06（日）晴れ・18℃
丸の内 千代田区丸の内1-6-1 10/23(日）晴れ・20℃ ， 10/25（火）曇り・17℃
表 1 調査日時等概要 












写真 1，2 利用されていない公開空地 







































































































































































































































































0~10分 10~20分 20~30分 30~40分 40~50分 50分以上




































































クス理論（以下，SS 理論：SS = Space Syntax）で用いら
れる「Integration Value（以下，Int.V）」という空間の繋が
りの度合いを示す指標を通行の多さの判断基準とした．
































ンク A の場合，16 件の公開空地全てで滞留者が確認で
きているが，ランク D では 17 件中，滞留者が確認でき
たのは 7 件で 40%程度，ランク Z では 39 件中滞留者が















全体の 37%，利用可能性の低いランク D・E・Z は全体の
63%と千代田区では利用される可能性の低い公開空地の







開空地面積はそれぞれ 26 万 6 千 m2 と 19 万 m2 で，公開










































































項目Ⅰ-A 項目Ⅱ-B 項目Ⅰ-A 項目Ⅱ-B
項目Ⅰ-A a b 項目Ⅰ-A ea eb









































表 3 クルジンスキーの類似性測度分析 
食事・スマホ 食事・会話 食事 スマホ スマホ・その他 会話 電話 その他
0~10分 0.02 0.08 0.53 0.42 0.11 0.25 0.53 0.51
10~20分 0.30 0.29 0.23 0.37 0.17 0.17 0.00 0.00
20~30分 0.49 0.03 0.00 0.00 0.28 0.22 0.00 0.05
30~40分 0.20 0.47 0.00 0.00 0.08 0.00 0.00 0.06







表 4 滞留行為と滞留時間の関係（神保町） 
  
b）通行人の影響 
 （表 5，図 10）に飯田橋を例に通行人の影響を示した．
通行人は滞留行為や滞留時間，ベンチの利用率に影響を









































表 6 ファニチャーの影響（神保町） 
食事・スマホ 食事・会話 食事 スマホ スマホ・その他 会話 電話 その他
テーブル 0.17 0.52 0.11 0.17 0.05 0.16 0.00 0.09
小テーブル 0.27 0.10 0.34 0.08 0.00 0.17 0.10 0.09
ベンチ 0.16 0.21 0.36 0.34 0.46 0.22 0.09 0.04
石段 0.36 0.00 0.15 0.32 0.06 0.00 0.00 0.00
石段(水) 0.00 0.00 0.09 0.28 0.00 0.23 0.00 0.00







食事・スマホ 食事・会話 食事 食事・その他 スマホ スマホ・その他 会話 休憩 その他
テーブル 0.31 0.00 0.08 0.28 0.41 0.00 0.18 0.00 0.26
小テーブル 0.14 0.64 0.46 0.27 0.26 0.52 0.39 0.27 0.00
ベンチ 0.00 0.00 0.27 0.00 0.00 0.00 0.22 0.33 0.12
石段 0.63 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
石段(水) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.58 0.00 0.00








0~10 10~20 20~30 30~40 40~50 50~60 60~70 70~80 80~90 90~100
0-100人 0.00 0.00 0.46 0.43 0.32 0.35 0.34 0.59 0.53 0.00
100-200人 0.00 0.00 0.12 0.00 0.20 0.27 0.25 0.00 0.00 0.00
200-300人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.24 0.00 0.52 0.00 0.00 0.00
300-400人 0.00 0.00 0.00 0.29 0.28 0.00 0.13 0.20 0.00 0.00
400-500人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00







食事・スマホ 食事・会話 食事 食事・その他 スマホ 会話 休憩 その他
0-100人 0.38 0.37 0.52 0.34 0.48 0.41 0.30 0.24
100-200人 0.25 0.14 0.12 0.19 0.24 0.00 0.00 0.00
200-300人 0.12 0.00 0.12 0.00 0.17 0.24 0.14 0.16
300-400人 0.17 0.12 0.03 0.00 0.31 0.00 0.20 0.23
400-500人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00







表 5 通行人の影響（飯田橋） 
 
図 10 通行人数と滞留行為別位置（飯田橋） 
図 11 動線からの距離と入方向（神保町） 
図 12 動線からの距離（丸の内） 
 で食事に使われやすいことは容易に想像がつくが，1 人
での食事は小テーブルに偏った．これは平日の混雑して




































































写真 5 多様なファニチャー 
 
写真 6 金属ベンチと木材ベンチ 
表 7 滞留行為と入方向 
食事・スマホ 食事・会話 食事 スマホ スマホ・その他 会話 電話 その他
A 0.06 0.28 0.12 0.29 0.20 0.20 0.34 0.00
B 0.30 0.22 0.42 0.18 0.00 0.09 0.00 0.14
C 0.07 0.18 0.07 0.25 0.10 0.00 0.12 0.38
D 0.36 0.09 0.23 0.27 0.29 0.10 0.00 0.00
E 0.11 0.11 0.05 0.09 0.00 0.29 0.14 0.14
F 0.00 0.12 0.00 0.22 0.00 0.27 0.00 0.00




























































































2) 堀聖弘，土田寛：ニューヨークにおける Privately 























9) 日本建築学会：第 3 版 コンパクト建築設計資料集
成，丸善出版，p.60，2005.03 
10) 木内洸雲，橋本都子：居場所の選択とその「きっか
け」に関する研究 都市のパブリックスペースにお
ける行動観察及び実験から，人間・環境学会誌，pp.1-
10，2014 
